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●まちづくり協議会　●都城志布志道路一部開通　ほか

特 集 記 事

今月の主な記事

ふるさと都城

フォトコンテストフォトコンテスト

2018都城市成人式成人式22
February.2018
［ Vol.146 ］
February.2018
［ Vol.146 ］



祝
2018

都
城
市

　

今
年
、
本
市
で
は
１
、６
６
８
人
（
男
性
８
６
０
人
、
女
性
８
０
８
人
） 

が
成
人

を
迎
え
ま
し
た
。
15
地
区
と
都
城
泉
ヶ
丘
高
校
附
属
中
学
校
、
都
城
き
り
し
ま
支
援

学
校
、
さ
く
ら
聴
覚
支
援
学
校
で
成
人
式
を
開
催
。
今
回
は
、
各
会
場
で
行
わ
れ
た

華
や
か
な
成
人
式
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

2広報 都城 平成30年 2 月号



新
成
人
が
自
ら
企
画
し
運
営

本
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の
代
表

者
と
地
区
の
人
た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
地
区
や

学
校
ご
と
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
協
議
を
重
ね
、
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
企

画
を
準
備
し
た
新
成
人
た
ち
。
式
典
で

は
、
新
成
人
が
司
会
を
務
め
、
式
典
後

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
幼
さ
が
残

る
中
学
時
代
の
様
子
を
振
り
返
る
ス
ラ

イ
ド
の
上
映
や
、
成
人
を
迎
え
た
心
境

を
述
べ
る
意
見
発
表
、
恩
師
・
家
族
へ

の
花
束
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
ら
は
、
周
囲
の
人
た
ち
へ
の

感
謝
を
伝
え
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
作

り
上
げ
た
成
人
式
の
成
功
を
胸
に
刻
ん

で
い
ま
し
た
。

大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た

君
た
ち
へ

式
典
で
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
ら
が

当
時
の
思
い
出
を
語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
み
始
め
た
新
成
人
た
ち
を
祝
福

し
ま
し
た
。

池
田
市
長
は
「
成
人
と
な
り
、
得
ら

れ
た
権
利
が
あ
る
一
方
で
、
責
任
も
生

じ
る
。
そ
し
て
、
現
状
維
持
を
目
指
し

て
現
状
維
持
は
な
い
。
明
確
な
目
標
を

持
っ
て
、
結
果
を
出
す
た
め
の
た
ゆ
ま

な
い
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

祝
2018 都城市
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沖水地区

田代　祐
ゆう

貴
き

さん
高木町・学生

「
一
人
前
」と
い
う
言
葉
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
社
会
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
、
課

題
を
克
服
し
な
が
ら
一
人
前
の
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

横市地区

増満　洸
こう

太
た

さん
久保原町・会社員

家
庭
や
職
場
で
の
接
し
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
成
人

に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
貢
献
で
き

る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

姫城地区

大
おお

保
ぼ

　海
かい

門
もん

さん
姫城町・会社員

た
っ
た
一
つ
の
行
動
が
多
く
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
自
覚
を

持
っ
て
、
堅
実
で
真
っ
す
ぐ
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
の
出
来
事

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）

国
内
外
の
出
来
事

・
大
阪
ド
ー
ム
（
現
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
）、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
が
完
成

・
消
費
税
が
３
㌫
か
ら
５
㌫
に

・
へ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗す
い

星せ
い

が
最
接
近

・
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」
が
放
送

開
始

・
在
ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
占
拠
事
件

・
映
画
「
も
の
の
け
姫
」
が
公
開

・
ソ
ニ
ー
が「
メ
モ
リ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
発
表

・
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
初
出
場
が
決
定

・
京
都
議
定
書
が
採
択

・
介
護
保
険
法
が
制
定

・
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
開
通

市
内
の
出
来
事

・
乙
房
小
学
校
、
妻
ケ
丘
中
学
校
、
菓

子
野
小
学
校
を
改
築

・
都
城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
現
Ｂ
Ｔ
Ｖ
）

が
開
局

・
第
７
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
日

本
一
を
獲
得

・
志
布
志
線
跡
地
に
ウ
エ
ル
ネ
ス
ロ
ー

ド
を
整
備

・
名
誉
市
民
瀬
戸
山
三
男
氏
逝
去

・
都
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

・
甘
し
ょ
研
究
国
際
会
議
が
開
催

―各地区の実行委員長や代表者に思いを聞きました―

山之口地区

倉山　唯さん
山之口町山之口・学生

こ
の
春
か
ら
は
就
職
し
て
、
行
動
に
責
任
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

庄内地区

長岡　幸
こう

佑
すけ

さん
菓子野町・会社員

成
人
式
の
準
備
を
通
し
て
、
仲
間
の
大
切
さ
を
改
め
て

知
り
ま
し
た
。実
行
委
員
長
と
い
う
大
役
で
得
た
経
験
は
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
人
生
活
の
大
き
な
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

西岳地区

前田　大
たい

志
し

さん
高野町・会社員

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
成
人
式
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
周
り
の
人
を
自
然
と

笑
顔
に
さ
せ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

妻ケ丘地区

山下　幸
ゆき

佳
か

さん
妻ケ丘町・会社員

意
見
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、地
域
の
皆
さ

ん
や
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
た
仲
間
た
ち
の
協
力
の
お

か
げ
で
、
成
人
式
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五十市地区

梅野　大地さん
五十町・会社員

実
行
委
員
が
率
先
し
て
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
思

い
出
に
残
る
成
人
式
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
社
会
で
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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祝
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高城地区

木﨑　莉
り

玖
く

さん
高城町大井手・学生

今
ま
で
数
え
切
れ
な
い
人
た
ち
の
支
え
や
助
け
が
あ
っ

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が
支

え
る
側
と
な
り
、感
謝
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

小松原地区

内田　麻
ま

利
り

雄
お

さん
大王町・学生

山田地区

東　憲明さん
山田町山田・公務員

成
人
式
開
催
に
至
る
ま
で
の
た
く
さ
ん
の

業
務
に
携
わ
る
う
ち
に
、
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
成
人
式
に

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
人
式
の
準
備
は
6
月
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
仲
間
た
ち
も
学
業
や
仕
事
に
追
わ
れ
る

毎
日
の
た
め
、日
程
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
。

無
事
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と

し
て
い
ま
す
。

祝吉地区

黒㟢　海
かい

斗
と

さん
郡元町・会社員

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
成
人
式
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
旧
友
ら
の
笑
顔
を
見
た
り
、
感
謝
の
言
葉
を
掛

け
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
達

成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高崎地区

谷本　望さん
高崎町縄瀬・学生

実
行
委
員
長
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
へ
の
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。今
は
学
生
で
す
が
、目

標
と
す
る
職
業
に
就
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

志和池地区

森元　聖也さん
下水流町・団体職員

20
歳
を
迎
え
、
し
っ
か
り
と
自
立
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く

る
会
が
山
之
口
町
山
之
口
で
初
植
樹

・
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
資
料

館
の
入
館
者
が
２
万
人
に
到
達

・
有
水
保
育
所
が
完
成

・
ボ
ー
ト
ピ
ア
高
城
建
設
工
事
着
工

・
緑
化
推
進
の
取
り
組
み
で
山
田
小
学

校
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

・
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
建
設
工
事
着
工

・
高
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

着
工

・
広
報
た
か
ざ
き
５
０
０
号
を
発
行

きりしま支援学校

池田　結香さん
上東町・会社員

20
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
、

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
の
責
任
を

持
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さくら聴覚支援学校

小川　楓
ふう

哉
や

さん
久保原町・学生

20
歳
に
な
り
、
社
会
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
20
年
間
分

の
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

都城泉ヶ丘高等学校附属中学校

木脇　英
ひで

嗣
つぐ

さん
志比田町・学生

変
化
が
激
し
い
現
代
社
会
。
社
会
人
一
人
一
人
に
求
め

ら
れ
る
役
割
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
毎
日
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

中郷地区

川島　仁
ひと

史
し

さん
豊満町・会社員

実
行
委
員
長
と
し
て
、ま
と
め
る
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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フォトコンテスト
　平成29年 7 月から 8 月にかけて「ふるさと都城フォトコンテスト」を開催し、知る人ぞ知る「素敵な都
城」の写真を募集しました。今回は、フォトコンテストの概要と、審査結果・受賞作品を紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23－7161

【
風
景
部
門
】
入
賞
作
品

　 2年前の高校 3年生の時に、学校から帰宅する途中の沖水川の河川敷を撮影したものを応募しまし
た。夕日の角度によって河川敷の表情が異なることを意識しながら、ベストのタイミングでシャッター
を切りました。季節の移ろいや、空の広がりを感じてもらえるとうれしいです。

風景部門大賞作品　「大地」足立航
こう

基
き

さん

「降臨」足立一美さん 「大空散歩」亀居英幸さん 「揚げ馬」山下信雄さん

-Photo Contest-
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「
都
城
に
、
こ
ん
な
素
敵
な
風
景

や
時
代
が
あ
っ
た
ん
だ
」「
都
城
は

こ
ん
な
に
素
敵
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

い
る
ん
だ
」
な
ど
、
本
市
に
は
素
晴

ら
し
い
宝
（
＝
地
域
資
源
）
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
宝
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
認
識
し
て
も

ら
い
、
郷
土
に
対
し
て
誇
り
を
持
て

る
風
土
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
風
景
」「
笑
顔
」「
懐
か
し
の
都

城
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
募
集
し
、

各
テ
ー
マ
で
大
賞
１
作
品
と
入
賞
３

作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

審
査
結
果

【
風
景
部
門
】

●
応
募
作
品
数　

42
点

【
笑
顔
部
門
】

●
応
募
作
品
数　

24
点

【
懐
か
し
の
都
城
部
門
】

●
応
募
作
品
数　

13
点
（
大
賞
・
入

賞
の
該
当
者
な
し
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

　

２
月
15
日
㈭
か
ら
28
日
㈬
ま
で
、

大
賞
・
入
賞
作
品
お
よ
び
、
一
次
選

考
を
通
過
し
た
作
品
を
、
市
役
所
本

館
１
階
の
市
民
サ
ロ
ン
で
展
示
し
ま

す
。「
素
敵
な
都
城
」
を
再
発
見
で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

【
笑
顔
部
門
】
入
賞
作
品

大賞を受賞し、大変うれしいです。以前は風景を撮影していましたが、カメラの先生の影響もあり、
現在は人物スナップを撮影しています。スナップ写真の鍵は記念撮影にしないこと。そのためにも、
被写体の自然な表情や動きを引き出すため、コミュニケーションを大切にしています。

笑顔部門大賞作品　「仲良し日記」上原ゆうこさん

「アヤメ畑」福重孝次朗さん「スマイルお祭り男！」永徳一美さん「見守り隊長」迫田次郎さん

7 Miyakonojo City Public Relations 2018.2



8広報 都城 平成30年 2 月号

　

近
年
、「
お
互
い
に
助
け
合
い
、
協

力
す
る
」
と
い
う
地
域
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
地
域
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
個
人
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
課
題
を
解
決
し
た
り
、
世

代
間
交
流
を
図
っ
た
り
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
や
強
化
の
た
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
柱
と
し
て
、
地
域
住
民
が
中

心
と
な
っ
て
、
身
近
な
課
題
を
解
決
し

た
り
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
た
り

す
る
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
運

営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

まちづくり協議会

　志和池まち協では「ほ
ら見てよ　あったか志
和池が　ここにある」
を地域づくりのスロー
ガンに掲げ、 5つの部
会を設けて住みよいま
ちづくりの実現のため
に取り組んでいます。

　具体的には、「子ども見守り中」のステッ
カーを作成し、車に貼るなど見守りを強化。
また、子どもたちの健全な育成のため、市か
らの地域振興基金を活用し、絵本の読み聞か
せなどにも取り組みました。さらに、地域を
盛り上げるため、今年の夏祭りでは、おそろ
いの浴衣と法被を製作する予定です。今後も、
市と地域住民とで協力しながら、これまでの
取り組みをさらに発展させ、特色を生かした
地域づくりに取り組んでいきたいと考えてい
ます。

　住んでいる地域を自分たちの力で、より住みやすいまちにしようと市内15地区で活動しているま
ちづくり協議会（まち協）。今回は、まち協の役割や活動内容を紹介します。

◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎ 23 － 7146

みんなが主役　地域の笑顔広がる

「まち協」を「３げん」で支援します

財源
我がまち交付金の交付
権限
地域に使途を決めさせる
人間
段階に応じた職員支援

行政

行 政

「まち協」に集い、考え、行動します

集う
地域のマンパワーを
結集します

考える
課題や将来像を
みんなで考えます

行動する
地域資源などを活用して
できることから取り組みます

住みよい
地域の
実現

地域の皆さん

地域と行政が対等な立場で、「協働のまちづくり」を推進

行
政
と
と
も
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

志和池地区まちづくり協議会
事務局長
竹原　一郎さん

　

ま
ち
協
で
は
次
の
目
標
を
掲
げ
、
自

分
た
ち
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
活
性
化

○
教
育
文
化
活
動
の
推
進

○
健
康
増
進
・
地
域
福
祉
の
推
進

○�

防
災
・
防
犯
な
ど
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り

○
地
域
環
境
整
備
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

地
域
住
民
の
力
と
知
恵
を
結
集
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活

動
を
進
め
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
協
の
目
指
す
も
の

住みよいまち
を目指して
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

庄
内
ふ
れ
あ
い
号

（
庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　

平
成
28
年
に
、
県
内
初
と
な
る
市
民

協
働
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
庄
内
ふ

れ
あ
い
号
」
を
導
入
。
路
線
設
定
や
運

行
管
理
、
運
転
手
の
確
保
な
ど
運
営
の

全
て
を
ま
ち
協
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

10
人
乗
り
の
車
２
台
を
、
週
４
回
運

行
。
地
区
内
を
細
か
く
回
り
、
１
年
間

で
延
べ
３
千
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

　

利
用
す
る
皆
さ
ん
か
ら
、
買
い
物
や

通
院
、
温
泉
施
設
へ
の
交
通
手
段
と
し

て
大
い
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　“住みよいまち沖水”
協議会では「たすけ愛
ささえ愛　ふれ愛のま
ち沖水」をスローガン
に、住民が積極的に参
加し、安全・安心なま
ちづくりを推進してい
ます。
　毎年開催する沖水大

運動会は、昭和21年から続く地区の伝統行事
で、平成26年からまち協が主催しています。
約 2千人が参加し、住民同士の交流の輪が広
がっています。このほか、成人式や文化祭な
どは中学生がボ
ランティアで手
伝ってくれるな
ど、世代を超え
た交流を深めて
います。

各
地
区
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

高
城
収
穫
祭

（
高
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　

ま
ち
協
が
企
画
し
、
平
成
28
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
高
城
収
穫
祭
。
採
れ
た

て
の
野
菜
や
米
の
他
、
ち
ま
き
や
唐
揚

げ
、
が
ね
、
花
の
苗
な
ど
を
各
自
治
公

民
館
ご
と
に
持
ち
寄
り
、
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

地
元
の
新

鮮
な
野
菜
な

ど
購
入
で
き

る
ほ
か
、
住

民
同
士
の
ふ

れ
あ
い
の
場

と
し
て
も
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

中
郷
村
・
旧
都
城
市

合
併
50
周
年
記
念
式
典

（
中
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　

中
郷
村
と
旧
都
城
市
の
合
併
50
周
年

記
念
式
典
を
ま
ち
協
主
催
で
開
催
し
ま

し
た
。
地
元
住
民
ら
約
１
８
０
人
が
出

席
。
中
郷
地
区
の
歴
史
を
振
り
返
る
講

演
や
、
地
元
保
存
会
に
よ
る
安
久
節
の

披
露
な
ど
が

行
わ
れ
、
出

席
者
ら
は
、

地
域
の
歴
史

や
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を

再
認
識
し
ま

し
た
。

見
守
り
活
動

（
姫
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　

登
校
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る

地
域
で
の
「
見
守
り
活
動
」。
地
域
の

人
に
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
、
ユ
ニ

ホ
ー
ム
や
帽
子
、手
旗
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら

豊
か
な
人
間

関
係
を
育
み
、

安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く

り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

西
岳
防
災
の
日

（
西
岳
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
新
燃
岳
噴
火

災
害
を
教
訓
に
、毎
年
１
月
26
日
を「
西

岳
防
災
の
日
」
と
し
て
定
め
、
外
部
講

師
を
招
い
た
防
災
講
演
会
や
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
に
は
、

子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で

参
加
し
、
住

民
み
ん
な
で

防
災
意
識
を

高
め
て
い
ま

す
。

"住みよいまち沖水"協議会
会長
三島　美

み

蔓
つる

さん

世代を超えて
交流



志布志港

都城市
都城ＩＣ

有明北ＩＣ

松山ＩＣ

末吉ＩＣ
県境

梅北ＩＣ

金御岳ＩＣ

今町ＩＣ

五十町ＩＣ

乙房ＩＣ（仮称）

高木ＩＣ（仮称）

有明東ＩＣ

伊﨑田ＩＣ

志布志ＩＣ（仮称）

延長約２2.1ｋｍ

国土交通省

延長約８.5ｋｍ
宮 崎 県

延長約１３.4ｋｍ

鹿児島県

曽於市

大崎町

三股町

志布志市

東 九 州
自
動 車 道

10

10

221

223

222

269

269

220

平塚ＩＣ

山之口SA
スマートIC

南横市ＩＣ（仮称）

都北ＩＣ（仮称）

宮
崎
自
動
車
道

平成30年度
供用開始予定
延長約2.8㎞

供用済み
延長約5.0㎞

供用済み
延長約8.3㎞

平成30年3月4日開通
延長約4.3㎞

平成30年2月3日開通
延長約2.5㎞

今年度開通区間
供用区間
未供用区間

凡　例

（平成29年12月現在）

都
城
志
布
志
道
路

梅
北
Ｉ
Ｃ
～
金
御
岳
Ｉ
Ｃ

２
月
３
日
㈯
供
用
開
始
！

　

都
城
志
布
志
道
路
は
、
都
城
Ｉ
Ｃ
か

ら
志
布
志
港
ま
で
を
つ
な
ぐ
延
長
約
44

㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
全
線
開
通

に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
整
備
の
効
果
と
進
捗
状

況
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

☎
23-

２
７
６
２

梅北IC（今町方面から金御岳方面を望む）

全
線
開
通
で
期
待
さ
れ
る
効
果

来
年
度
中
に
５
割
が
開
通
予
定

　

都
城
志
布
志
道
路
は
、
平
成
６
年
に

計
画
路
線
に
指
定
さ
れ
、
国
土
交
通
省

や
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
に
よ
り
順
次
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

沿
岸
自
治
体
の
後
方
支
援
機
能
を
充
実

さ
せ
る
道
と
し
て
重
要
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
輸
送
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
医
療
の
充
実

な
ど
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
全
線
開
通
に
よ
る
「
防

災
・
経
済
・
医
療
の
道
」
と
し
て
の
役

割
や
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
で

新
た
に
３
区
間
が
開
通
。
宮
崎
県
が
施

工
す
る
梅
北
Ｉ
Ｃ
～
金
御
岳
Ｉ
Ｃ
間
が

２
月
３
日
㈯
に
、
鹿
児
島
県
が
施
工
す

る
有
明
北
Ｉ
Ｃ
～
伊
﨑
田
Ｉ
Ｃ
～
有
明

東
Ｉ
Ｃ
間
が
３
月
４
日
㈰
に
そ
れ
ぞ
れ

供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
い
る
南
横
市
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
～
平
塚

Ｉ
Ｃ
間
が
、
平
成
30
年
度
中
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
て
、
こ
の
区
間
ま
で

開
通
す
る
と
、
全
線
の
約
５
割
が
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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早水公園体育文化センター

　屋内スポーツの拠点施設として、市内外の多くの人が利用している早水公園。平成24年度から改修整備
を進め、平成28年度には新弓道場が完成しました。現在、サブアリーナや武道場、多目的室などの整備を
進めていて、平成30年秋に利用開始を予定しています。
　今回は、施設の概要や、完成後の利用について紹介します。

◎問い合わせ　スポーツ振興課　☎ 23 － 9546

全
国
規
模
の
大
会
を
開
催

防
災
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能

施
設
の
概
要

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
都
城
運
動
公

園
体
育
館
や
武
道
館
な
ど
に
替
わ
る
施

設
と
し
て
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
、
早

水
公
園
内
に
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
や
武
道
場

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成

後
は
、
現
在
の
早
水
公
園
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、
市
内
の
競
技
大

会
だ
け
で
な
く
、
九
州
や
全
国
規
模
の

大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
利
用
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
31
年
に
は
、
全

国
高
校
総
体
の
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

弓
道
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

早
水
公
園
は
、�

都
城
市
地
域
防
災
計

画
で
防
災
活
動
拠
点
に
指
定
さ
れ
て
い

て
、
災
害
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
発

揮
で
き
る
施
設
と
し
て
も
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

●
現
ア
リ
ー
ナ

　

避
難
所
、
現
地
災
害
対
策
室

●
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・
武
道
場

　

災
害
支
援
物
資
の
集
積
・
分
配
拠
点

●
弓
道
場

　

救
急
医
療
拠
点

●
公
園

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
救
急
車
両
待
機
場
所

な
ど

●
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
２
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
10
面

を
行
え
る
広
さ
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
球
技
に
利
用
で
き
ま
す

●
武
道
場

柔
道
６
面
、
剣
道
４
面
、
空
手
４
面

な
ど
が
行
え
ま
す

●
多
目
的
室

レ
ス
リ
ン
グ
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ほ

か
、
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
待
機
場

所
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す

●
そ
の
他

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
ド
ー
ピ
ン
グ
検

査
ス
ペ
ー
ス
も
整
備
し
て
い
ま
す

サブアリーナの完成イメージ

サブアリーナと武道場が
今秋オープン

武道場 サブアリーナ

※完成イメージ

11 Miyakonojo City Public Relations 2018.2



　今年も市内各所で、サッカーJリーグチームやソフトボール、野球などのキャンプ・合宿が行われます。
選手たちの迫力あるプレーを、間近で見てみませんか。

◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　　☎23-2615

特 集 スポーツキャンプ！

栃
木
Ｓ
Ｃ

　

都
城
キ
ャ
ン
プ
は
、
２
０
１
２
年
か

ら
今
年
で
７
回
目
。
昨
季
は
Ｊ
３
で
２

位
と
な
り
、
見
事
Ｊ
２
昇
格
を
果
た
し

ま
し
た
。
今
季
は
、
元
日
本
代
表
Ｆ
Ｗ

の
大
黒
将
士
選
手
も
加
入
。
Ｊ
１
昇
格

を
目
指
し
、
都
城
キ
ャ
ン
プ
で
シ
ー
ズ

ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

●
期
間

　

２
月
２
日
㈮
～
12
日
㈪

●
場
所

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
練
習
試
合

　

２
月
７
日
㈬
・
10
日
㈯
・
11
日
㈰
は
、

練
習
試
合
を
予
定
。
詳

し
く
は
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ッ
ズ
で
選
手
を
応
援
し

よ
う
！

　

Ｊ
リ
ー
グ
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
は
、
タ

オ
ル
マ
フ
ラ
ー
や
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
の

グ
ッ
ズ
を
会
場

で
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機

会
に
購
入
し
て
、

チ
ー
ム
を
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

シ
オ
ノ
ギ
製
薬　

ポ
ポ
ン
ギ
ャ
ル
ズ

　

日
本
リ
ー
グ
で
の

優
勝
経
験
も
あ
る
、

名
門
チ
ー
ム
。
都
城

キ
ャ
ン
プ
は
、
２
０

０
６
年
か
ら
今
年
で

13
回
目
を
迎
え
ま
す
。

●
期
間

　

２
月
８
日
㈭
～
17
日
㈯

●
場
所

　

高
城
運
動
公
園
野
球
場

日
本
精
工　

ブ
レ
イ
ブ
ベ
ア
リ
ー
ズ

　

滋
賀
県
湖
南
市
を
拠
点
と
す
る
チ
ー

ム
。
平
均
年
齢
22
歳
の
若
い
選
手
た
ち

が
、
一
部
リ
ー
グ
復
帰
を
目
指
し
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
す
。

●
期
間

　

２
月
13
日
㈫
～
22
日
㈭

●
場
所

　

高
城
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

東
京
六
大
学
理
工
学
部
硬
式
野
球
部

●
期
間

　

３
月
１
日
㈭
～
５
日
㈪

●
場
所

　

都
城
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

サ
ッ
カ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）

野
球
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大
規
模
な
火
災
や
地
震
、
風
水
害
、
火
山
噴
火
な
ど

の
災
害
時
に
は
、
多
く
の
人
の
力
が
必
要
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
地
域
防
災
力
の
根
幹
を
担
う
消
防
団
の
力

が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

消
防
団
員
募
集
！

あ
な
た
の
勇
気
が
、
地
域
を
守
る
！

　小さい頃から消防団が身近な存在で、
消防団員だった祖父の勧めもあり、入
団しました。
　規律訓練や操法大会など、みんなで
１つの目標に向かって努力してやり遂
げることに充実感を感じます。消火活
動以外にも、地区の運動会で防災啓発
活動を行うなど、地域に密着した活動
が多く、さまざまな人と知り合えるの
も消防団の魅力です。
　地域のために活動したいと思う人は、
ぜひ、消防団に入団ください。

地域のために行動することが
地域を守ることにつながります

地
域
の
防
災
は

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
！

　

現
在
、
都
城
市
消
防
団
で
は
、
約
１
、

４
５
０
人
の
団
員
が
活
動
。
団
員
は
、

自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
防
災
の

担
い
手
と
し
て
地
域
に
密
着
し
て
活
動

し
、
住
民
の
安
全
を
守
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
は
、
女
性
や
学
生
の
団
員

も
い
て
、
火
災
予
防
や
応
急
手
当
の
普

及
啓
発
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
団
に
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

入
団
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
共
に
、

地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
市
消
防
団
に
は
ラ
ッ
パ
隊
が

組
織
さ
れ
て
い
て
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
演
奏
な
ど
、
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
金
管
楽
器
な
ど
の
演
奏
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
ラ
ッ
パ
隊
と
し
て
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

「
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
」

　

消
防
団
員
と
し
て
地
域
貢
献
を
し
た

学
生
に
対
し
て
、
市
が
そ
の
活
動
を
認

証
し
、就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
学
生
に
対
す
る
就
職

活
動
支
援
の
ほ
か
、
若
者
に
地
域
活
動

へ
の
参
加
を
促
し
、
地
域
防
災
の
担
い

手
で
あ
る
消
防
団
員
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
て
、
本
市
で
は
本
年

度
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

五十市・西分団
第２部部長

湯浅　大介さん
（五十町）

インタビュー
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年
末
年
始
の

あ
れ
こ
れ

力
を
込
め
て
モ
グ
ラ
退
治

農
作
物
に
害
を
も
た
ら
す
モ

グ
ラ
を
退
治
し
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る
正
月
の
伝
統
行
事「
モ

グ
ラ
ウ
チ
」
が
１
月
６
日
、
乙

房
町
平
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
元
の
小
学
生
ら
約
30
人

が
保
護
者
と
一
緒
に
２
２
０
戸

ほ
ど
を
訪
問
。「
モ
グ
ラ
ウ
ッ

が
き
た
ど
」
と
は
や
し
唄
を
歌

い
な
が
ら
、
縄
の
先
端
に
結
ん

だ
た
わ
ら
の
打
ち
具
を
庭
先
の

地
面
に
打
ち
つ
け
モ
グ
ラ
を
追

い
払
い
、
お
礼
に
菓
子
な
ど
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
満
永
昌

孝
さ
ん
（
乙
房
町
）
は
「
地
域

の
人
た
ち
と
一
緒
に
打
ち
具
を

作
れ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

１
５
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り

戊
辰
戦
争
の
前
年
に
京
都
で

自
害
し
た
「
都
城
六
烈
士
」
の

御み

霊た
ま

を
慰
霊
碑
に
移
す
祭
儀
が

12
月
26
日
、
旭ひ
の

丘お

神
社
祖そ

霊れ
い

社し
ゃ

（
都
島
町
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
烈
士
は
、
都
城
島
津
家
の
隊

士
と
し
て
出
兵
し
無
念
の
死
を

遂
げ
た
６
人
の
若
者
で
、
墓
碑

は
京
都
に
残
さ
れ
た
ま
ま
で
し

た
。
６
人
の
御
霊
を
里
帰
り
さ

せ
る
た
め
に
、数
年
前
か
ら「
都

城
島
津
を
温た
ず
ね

る
会
」
が
準
備
。

御
霊
は
、
市
民
か
ら
寄
付
を
募

り
建
立
し
た
慰
霊
碑
に
分
霊
さ

れ
、
１
５
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り

が
実
現
し
ま
し
た
。
祭
儀
に
は

会
員
ら
約
40
人
が
参
列
し
、
故

郷
都
城
で
の
安
ら
か
な
眠
り
を

祈
り
ま
し
た
。

六烈士御分霊鎮座祭

新
年
を
迎
え
る
準
備

都
城
盆
地
に
伝
わ
る
年
越
し

の
風
習
「
シ
ラ
ス
ま
き
」
が
12

月
29
日
、
愛あ
た

宕ご

神
社
（
今
町
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
乾
燥
す
る

と
真
っ
白
に
な
る
シ
ラ
ス
を
雪

や
塩
に
見
立
て
て
境
内
を
清
め
、

一
年
間
の
五
穀
豊
穣
と
無
病
息

災
に
感
謝
し
て
新
年
を
迎
え
る

伝
統
の
行
事
。
地
元
公
民
館
の

氏
子
ら
８
人
が
、
約
２
㌧
の
シ

ラ
ス
を
ス
コ
ッ
プ
や
ほ
う
き
な

ど
で
境
内
に
ま
き
、
新
年
を
迎

え
る
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
氏

子
総
代
代
表
の
中
馬
樹き

美み

郎ろ
う

さ

ん
（
今
町
）
は
「
参
拝
す
る
人

に
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
、

新
年
を
迎
え
て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
息
を
白
く
し
て
い

ま
し
た
。

シラスまき

モグラウチ

　

市
内
各
所
で
年
末
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
正
月
を
迎

え
る
行
事
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
新
年
の
行
事
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
30
年
元
旦
は
、
美
し
い
初
日
の
出
も
見
る
こ
と
が

で
き
、
明
る
い
１
年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

初日の出 興
こ

玉
だま

神社夜神楽大祭

山之口町富吉・新春初詣健康マラソン大会 中心市街地クリスマスイルミネーション
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石
川
理
紀
之
助
翁
が
つ
な
げ
た
縁

秋
田
県
潟
上
市
の
小
学
生
と

山
田
町
の
小
・
中
学
生
と
の
学

校
間
交
流
が
１
月
11
日
と
12
日
、

同
町
小
学
校
な
ど
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
、
秋
田

県
の
農
業
指
導
者
「
石
川
理
紀

之
助
」
が
、
明
治
期
に
山
田
町

谷
頭
で
農
民
を
救
済
し
た
縁
で

始
ま
り
ま
し
た
。
潟
上
市
の
小

学
生
ら
は
理
紀
之
助
翁
に
ゆ
か

り
の
あ
る
史
跡
の
見
学
や
、
翁

の
夜
学
会
で
学
ん
だ
生
徒
の
子

で
あ
る
竹
森
和
昭
さ
ん
が
大
切

に
保
存
し
て
い
る
翁
の
書
や
手

紙
な
ど
交
流
の
歴
史
を
学
習
。

こ
の
他
、
が
ね
作
り
体
験
や

「
り
き
の
す
け
カ
ル
タ
」
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

秋田県潟上市と山田町の学校間交流

都城市消防出初式

地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団

　

都
城
市
消
防
団
の
出
初
式
が

１
月
14
日
、
沖
水
川
河
川
敷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
生

命
や
財
産
、
安
全
を
守
る
た
め

に
地
域
で
活
動
す
る
約
千
人
の

団
員
が
参
加
。
服
装
や
規
律
の

点
検
の
後
、
各
分
団
消
防
車
か

ら
一
斉
に
放
水
さ
れ
る
と
、
七

色
に
彩
ら
れ
た
水
が
虹
の
よ
う

に
弧
を
描
き
、
会
場
で
は
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

放
水
体
験
や
は
し
ご
車
搭
乗
体

験
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
が
楽
し
み
ま
し
た
。
鳥

取
一
馬
く
ん
（
明
和
小
３
年
）

は「
放
水
の
勢
い
に
驚
い
た
が
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
。
消
防
団
の

人
が
格
好
良
か
っ
た
」
と
息
を

弾
ま
せ
ま
し
た
。

新
年
の
誓
い
を
書
に
し
た
た
め
る

本
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
制
作
者
の
書

家
紫シ
シ
ュ
ー舟

さ
ん
指
導
の
下
、
新
年

の
誓
い
を
書
で
し
た
た
め
る
大

書
初
め
大
会
が
１
月
６
日
、
早

水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

過
去
最
多
の
２
２
０
人
が
参
加
。

参
加
者
ら
は
、
と
め
、
は
ら
い

な
ど
書
き
方
の
指
導
を
受
け
た

後
、
全
紙
に
新
年
の
目
標
な
ど

を
書
い
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
担
当
の
瀬
之
口
夏
織
主
事（
総

合
政
策
課
）
は
「
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

人
が
参
加
し
て
く
れ
て
良
か
っ

た
。
書
き
初
め
し
た
新
年
の
目

標
を
忘
れ
ず
に
、
素
晴
ら
し
い

一
年
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

大書初め大会

島津deマルシェ 高城町桜木地区・オネッコ 公設地方卸売市場取引業務始め式

下水流町・カセダウリ 都城市成人記念ロードレース大会 神柱宮・七とこさん
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10
月
に
岡
山
県
倉
敷
市
で
開
催
さ
れ

た
「
津
軽
三
味
線
全
国
大
会
in
倉
敷
」

で
、
久
留
若
菜
さ
ん
が
一
般
女
性
部
門

で
優
勝
し
ま
し
た
。

久
留
さ
ん
が
出
場
し
た
一
般
女
性
部

門
に
は
、
全
国
の
高
校
生
か
ら
60
歳
代

ま
で
23
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
番
の

直
前
に
弦
が
切
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
が
、
自
ら
張
り
直
し
、
師

匠
で
も
あ
る
津
軽
三
味
線
石
井
流
家
元

の
石
井
秀し
ゅ
う

弦げ
ん

さ
ん
が
編
曲
し
た
「
津
軽

じ
ょ
ん
が
ら
節
」
を
堂
々
と
演
奏
。
見

事
、
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら

演
奏
し
た
。
審
査
員
が
目
の
前
に
い
て

緊
張
し
た
が
、
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
、普
段
通
り
の
演
奏
が
で
き
た
」

と
話
す
久
留
さ
ん
。
「
優
勝
で
き
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し
く

て
飛
び
上
が
っ
た
」
と
喜
び
を
話
し
ま

す
。５

歳
の
頃
、
母
親
と
一
緒
に
行
っ
た

石
井
さ
ん
の
演
奏
会
で
、
津
軽
三
味
線

の
迫
力
に
感
動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
津
軽
三
味
線
を
始
め
た
久
留
さ
ん
。

以
来
、
石
井
さ
ん
の
下
で
、
月
３
回
ほ

ど
稽
古
に
通
い
な
が
ら
腕
を
磨
き
、
各

地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
出
場
。
中
学

１
年
生
の
頃
に
は
全
九
州
コ
ン
ク
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
の
部
）

で
優
勝
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
で
は
「
情
景
を
思
い

浮
か
べ
、
強
弱
を
付
け
て
気
持
ち
の
入

っ
た
演
奏
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
話
す

久
留
さ
ん
。
石
井
さ
ん
は
「
腕
の
し
な

り
を
生
か
し
た
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
、

男
性
に
も
負
け
な
い
迫
力
の
あ
る
音
と
、

女
性
ら
し
い
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
繊

細
な
技
術
が
持
ち
味
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
舞
台
に
上
が
っ
て
い
る
の
で
経
験
も

豊
富
」
と
、
久
留
さ
ん
の
演
奏
を
評
価

し
ま
す
。

市
内
で
開
催
さ
れ
る
演
奏
会
の
ほ

か
、
地
区
の
敬
老
会
や
老
人
ホ
ー
ム
訪

問
な
ど
で
も
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
久

留
さ
ん
は
「
演
奏
を
聞
い
て
も
ら
い
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
何

よ
り
の
励
み
」
と
や
り
が
い
を
話
し
ま

す
。
家
の
前
を
通
る
と
久
留
さ
ん
の
練

習
す
る
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
近

所
の
人
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
り
、

演
奏
会
を
聞
き
に
き
た
人
か
ら
感
想
を

も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、
津
軽
三
味
線

を
通
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
も
関
わ
り

を
深
め
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
「
医
療
関
係
の
仕
事
に

就
き
、
患
者
さ
ん
に
津
軽
三
味
線
の
演

奏
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
心
の
ケ
ア
に
役

立
て
た
い
」
と
話
す
久
留
さ
ん
。
「
勉

強
と
両
立
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
関
わ

り
な
が
ら
、
津
軽
三
味
線
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。 津軽三味線全国大会 in 倉敷

一般女性部門優勝

久
ひ さ

留
ど め

　若菜さん
（都城西高等学校１年）
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迫力ある音と繊細な技術で
津軽の情景を奏でる
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ごみの収集日自動音声案内　 22-5374
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臨
時
・
嘱
託
職
員

【
国
民
健
康
保
険
業
務（
レ
セ
プ
ト
点
検
）】

●
対
象
・
定
員　

医
療
事
務
技
能
審
査
試

験
の
合
格
者
で
、
医
療
機
関
で
レ
セ
プ
ト

に
関
す
る
医
療
事
務
の
経
験
が
５
年
以
上

あ
り
、
ま
た
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
知

識
や
経
験
の
あ
る
人
・
１
人

●
勤
務
地　

保
険
年
金
課

●
雇
用
期
間　

３
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時

●
賃
金　

月
額
９
万
７
、５
０
０
円

　

履
歴
書
を
２
月
15
日
㈭
ま
で
に
保

険
年
金
課
へ
持
参　

☎
23

－

２
６
３
４

【
幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務
】

●
対
象
・
定
員　

保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
・
１
人

●
勤
務
地　

有
水
幼
稚
園（
高
城
町
有
水
）

●
雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
13
時
～
18

時
、
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
の
８
時
～
18
時

（
週
30
時
間
）

●
賃
金　

月
額
11
万
８
、３
０
０
円

※�

交
通
費
あ
り
。
雇
用
保
険
、健
康
保
険
、

厚
生
年
金
に
加
入

　

保
育
士
証
と
履
歴
書
を
２
月
22
日

㈭
ま
で
に
高
城
地
域
振
興
課

☎
58

－

２
３
１
１

【
市
道
維
持
清
掃
業
務
】

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

山
之
口
町
内

●
雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時

●
賃
金　

月
額
14
万
円

※�

交
通
費
あ
り
。
雇
用
保
険
、健
康
保
険
、

厚
生
年
金
に
加
入

　

履
歴
書
を
２
月
23
日
㈮
ま
で
に
山

之
口
産
業
建
設
課　

☎
57

－

３
１
１
１

【
ご
み
収
集
運
搬
作
業
】

●
対
象
・
定
員　

体
力
に
自
信
の
あ
る
人
・

若
干
名

●
勤
務
地　

環
境
業
務
課
（
郡
元
町
）

●
雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30
日

（
更
新
あ
り
。
最
長
１
年
間
）

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時
15
分
（
週
38
時
間
45
分
）

●
賃
金　

日
額
６
、９
２
０
円

※�

交
通
費
あ
り
。
雇
用
保
険
、健
康
保
険
、

厚
生
年
金
に
加
入

　

履
歴
書
を
２
月
15
日
㈭
ま
で
に

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し

た
い
人
や
学
び
を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
、

幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
間　

３
月
20
日
㈫
ま
で

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
０
９
８
２

－

53

－

１
８
９
３

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
者

●
日
程　

５
月
20
日
㈰　

※�

ミ
ニ
テ
ニ
ス
と
ゴ
ル
フ
は
５
月
21
日
㈪

●
場
所　

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

弓
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
四

半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
サ

ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
、
水
泳
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
還
暦
軟
式
野
球
、
囲
碁
、

将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

●
対
象　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

●
参
加
料　

５
０
０
円

※
出
場
決
定
後
に
郵
便
局
で
振
り
込
み

●
申
込
期
限　

２
月
28
日
㈬

※�
詳
し
く
は
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
配
布
す
る
種
目
別
の
実
施
要

項
を
確
認
く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

　
　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

31

－

９
６
３
０



は申し込み、 は問い合わせの略です
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都
城
も
ち
お
桜
ま
つ
り
イ
ベ

ン
ト
参
加
者

【
思
い
出
写
真
展
の
作
品
】

　

も
ち
お
桜
ま
つ
り
で
の
、
花
見
や
桜
並

木
の
古
い
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
ま
つ
り

会
場
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

●
テ
ー
マ　

母
智
丘
公
園
の
桜
や
、
も
ち

お
桜
ま
つ
り
に
関
す
る
も
の

●
申
込
期
限　

２
月
28
日
㈬

【
さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福
女
の
参
加
者
】

　

桜
並
木
入
口
か
ら
、
約
２
㌔
の
コ
ー
ス

を
走
り
抜
け
、
母
智
丘
神
社
の
鐘
を
最
初

に
鳴
ら
す
「
福
」
を
競
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
31
日
㈯　

福
男
の
部
：
10

時
45
分
～
、
福
女
の
部
：
11
時
30
分
～

●
受
付
時
間　

10
時
～
10
時
30
分

●
場
所　

母
智
丘
公
園

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
定
員　

男
女
各
30
人　

※
申
し
込
み
順

●
申
込
期
限　

３
月
15
日
㈭

　

都
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
６
０

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
墓
地
名　

東
墓
地
、
西
墓
地
、
西
新
墓

地
、
南
墓
地
、
北
墓
地
、
川
東
墓
地
、
川

東
新
墓
地

●
申
込
期
間　

２
月
14
日
㈬
～
21
日
㈬

※�

後
日
行
う
抽
選
会
で
使
用
区
画
を
決
定

●
応
募
条
件

・
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住
所
が
あ
る
人

・
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

・�

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

・�

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
で
異
な
る
）

を
一
括
納
入
で
き
る
人

・
１
世
帯
１
区
画
の
み

※�

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

対
象
区
画
の
位
置
図
は
環
境

政
策
課
で
配
布

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で

☎
23

－

２
１
３
０

飲
料
自
動
販
売
機
設
置
事
業
者

●
設
置
箇
所　

市
役
所
本
館
１
階（
西
側
）

飲
料
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

●
入
札
日
時　

３
月
16
日
㈮　

10
時
～

●
入
札
場
所　

市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

●
入
札
参
加
資
格

・�

市
税
や
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ

と
・�

暴
力
団
対
策
法
な
ど
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
、
ま
た
は
そ
の
関
係
者
で
な
い
こ

と※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

　

２
月
22
日
㈭
15
時
ま
で
に
管
財

課　

☎
23

－

２
６
７
２

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

●
広
告
の
位
置　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

民
向
け
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側

●
募
集
枠
数　

10
枠

●
規
格　

①
サ
イ
ズ
：
縦
55
ピ
ク
セ
ル
×

横
１
７
０
ピ
ク
セ
ル

②
形
式
：
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

●
掲
載
料　

１
カ
月
１
万
６
、２
０
０
円

●
掲
載
期
間　

３
カ
月
以
上
1
年
以
下
の

範
囲
で
、
１
カ
月
単
位

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
バ

ナ
ー
用
画
像
と
会
社
概
要
が
分
か
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
添
え
て
、
２
月
28
日
㈬
ま
で

に
秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
団
体（
者
）

●
開
催
日　

５
月
～
平
成
31
年
２
月
の
木

曜
日

●
時
間　

12
時
20
分
～
12
時
50
分

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演
条
件

・
無
報
酬
で
あ
る
こ
と

・
会
場
設
営
に
協
力
で
き
る
こ
と

・�

市
役
所
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ

と※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

３
月
16
日
㈮
ま
で
に
文
化
振
興

財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

い
ざ
！　

冬
の
陣「
都
城
跡
探
検
」（
無
料
）

　

池
之
上
城
な
ど
の
山
あ
り
谷
あ
り
の
山

城
を
探
検
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
17
日
㈯　

９
時
30
分
～

●
場
所　

都
城
跡
（
歴
史
資
料
館
周
辺
）

●
定
員　

50
人　

※
申
し
込
み
順

　

２
月
13
日
㈫
～
３
月
12
日
㈪

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７



ごみの収集日自動音声案内　 22-5374

20広報 都城 平成30年 2 月号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

婚
活
つ
な
が
り
パ
ー
テ
ィ
ー

2
／
10
㈯　

18
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
（
郡
元
町
２
７
０
０
番
地
）　

３
千
円

定
員
：
男
女
各
10
人

青
空
ヨ
ガ

２
／
11
㈰　

９
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ　

５
０
０
円　

※
申
し
込
み
不
要

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

２
／
21
㈬　

14
時
～　

宮
丸
こ
ど
も
園

５
０
０
円

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

３
／
７
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

千
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
産
後
の
骨
盤
調
整

３
／
９
㈮　

10
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

千
円

※�

要
申
し
込
み
。
動
き
や
す
い
服
装
で
飲

み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
雛ひ
な

の
宿
～
商
家
の
ひ
な
ま
つ
り
～
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

２
／
24
㈯
～
３
／
18
㈰　

10
時
～
16
時

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

大
人
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
月
曜
日
は
休
館

　

高
城
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム　

☎
58

－

６
９
０
０

【
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

①
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会

２
／
13
㈫
・
17
㈯
・
20
㈫
・
24
㈯
・
27
㈫

19
時
～
22
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
（
中
町

13
街
区
10

－

２
）　

５
０
０
円

※
要
申
し
込
み

②
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

３
／
３
㈯　

19
時
30
分
～　

ジ
ョ
イ
プ
ラ

ザ
都
城
店　

実
費　

※
要
申
し
込
み

③ 

お
れ
流
・
わ
た
し
流
の
お
友
だ
ち
づ
く

り
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

毎
週
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日　

14
時

～
19
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

④
婚
活
相
談
（
無
料
）

毎
週
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日　

14
時

～
19
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

※
①
②
は
６
カ
月
５
千
円
の
会
員
登
録
が
必
要

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
は
じ
め
、誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
費
用

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時　

オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ
（
都
北
町

５
５
３
１
番
地
）　

昼
食
３
０
０
円
、
お
や

つ
・
飲
み
物
２
０
０
円　

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　

☎
38

－

８
０
３
３

【
大
淀
川
環
境
大
学
（
無
料
）】

●
日
時　

２
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
16
時

●
場
所　

川
の
駅
（
都
島
町
）

　

都
城
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
（
枩ま

つ
し
た下

）

　
　

☎
23

－

０
３
３
３

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
都
城
市
書
道
展
、
都
城
書
道
協
会
会
員

展
（
無
料
）】

●
日
時　

２
月
20
日
㈫
～
25
日
㈰　

９
時

～
17
時　

※
25
日
㈰
は
15
時
ま
で

●
場
所　

市
立
美
術
館

　

都
城
書
道
協
会
（
三
輪
）

　
　

☎
52

－

１
８
４
５

【
都
城
市
民
音
楽
祭
】

●
日
時　

２
月
25
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

５
０
０
円

　

都
城
音
楽
協
会
（
田
口
）

　
　

☎
０
９
０

－

２
５
０
４

－

５
８
５
８

【
舞
台
公
演　

い
つ
も
と
な
り
に
】

●
日
時　

３
月
３
日
㈯　

19
時
～

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他　

会
員
制
（
月
１
、２
０
０
円
）

　

み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど
も
劇
場（
今
村
）

　
　

☎
０
９
０

－

３
６
６
８

－

７
７
５
８

【
県
南
俳
句
大
会
（
無
料
）】

●
日
時　

３
月
４
日
㈰　

13
時
～

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
そ
の
他　

投
句
は
千
円
で
、
13
時
ま
で

に
持
参

　

都
城
俳
句
研
究
会
（
加
賀
）

　
　

☎
25

－

２
８
９
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

声
楽

●
日
時　

２
月
15
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
う
会

　

�

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０
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関
之
尾
緑
の
村
体
験
教
室

●
場
所　

関
之
尾
緑
の
村

●
費
用　
１
、５
０
０
円
（
保
険
料
、材
料
費
）

●
準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ス
リ
ッ
パ
、
マ
ス
ク
、
手
袋

【
田
舎
あ
ま
ざ
け
料
理
教
室
】

●
日
時　

２
月
18
日
㈰　

９
時
～
13
時

●
定
員　

25
人　

※
要
申
し
込
み

●
申
込
期
限　

２
月
13
日
㈫

【
そ
ば
打
ち
教
室
】

●
日
時　

２
月
25
日
㈰　

９
時
～
13
時

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

　

関
之
尾
緑
の
村

　
　
　

☎
37

－

２
９
２
９

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
会
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
11
日
㈰　

13
時
～
15
時
30
分

日
本
一
早
い
山
開
き

青
井
岳
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

２
月
18
日
㈰　

８
時
～

●
集
合
場
所　

青
井
岳
温
泉
入
口
駐
車
場

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴

●
定
員　

１
０
０
人

●
費
用　

千
円
（
保
険
料
、
昼
食
代
）

●
そ
の
他　

防
寒
対
策
を
し
て
、
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

　

２
月
16
日
㈮
ま
で
に
青
井
岳
の
森

ふ
れ
あ
い
交
流
実
行
委
員
会
（
水つ

る流
）

☎
０
９
０

－

５
３
８
２

－

９
６
７
０

野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｏ
Ｎ
Ｅ+

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

●
日
時　

３
月
21
日
㈬　

14
時
～
18
時

※
11
時
30
分
開
場
。
雨
天
決
行

●
場
所　

高
城
観
音
池
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

●
料
金　

６
、５
０
０
円
（
前
売
り
券
）

※�

保
護
者
同
伴
の
小
学
生
以
下
無
料
。
当

日
券
は
５
０
０
円
増

●
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

ス
タ
ー
ダ
ス
ト

レ
ビ
ュ
ー
、
Ｃ
h
a
g
e
、
Ｍ
Ｓ
．Ｏ
Ｏ

Ｊ
Ａ
、
B
E
N
I
ほ
か

●
発
売
場
所　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｏ
Ｎ
電
話
・
ウ
ェ
ブ
予
約

●
そ
の
他　

中
学
・
高
校
生
お
よ
び
65
歳

以
上
の
前
売
り
券
購
入
者
は
、
学
生
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
を
当
日
会
場
で
提
示
す

る
と
３
千
円
払
い
戻
し

　

㈱
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
ユ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ

イ
ス　

☎
０
９
８
５

－

20

－

７
１
１
１

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

リ
ウ
マ
チ
薬
や
手
術
、
骨
粗
し

ょ
う
薬
、
歯
・
歯
周
病
な
ど
の
講
演

　

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
宮
崎
支
部

（
森
下
）　

☎
０
９
８
５

－

54

－

３
４
２
4

応
急
手
当
講
習
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
23
日
㈮　

10
時
～
10
時
45
分

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

ふるさと納税市民向けイベント

日本一の肉と焼酎まつり
　ふるさと納税で
平 成 27・28 年 度
寄附件数・寄附金
額が全国トップの
都城市。ふるさと

納税の取り組みや、返礼品として喜ばれている
肉と焼酎の魅力を伝えるイベントを開催しま
す。当日はふるさと納税振興協議会が、会場で
使えるお得な買い物チケットを販売します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-2452

●日時　2月24日㈯　10 時～ 16 時
●場所　都城圏域地場産業振興センター
●内容
・肉や焼酎などの販売、飲食ブース
・キャラクターショーなどのステージイベント
・豪華景品の当たるクイズラリー抽選会など
●買い物チケット　１セット千円（2千円相当）
※ 4千枚を10時から販売。無くなり次第終了



毎月第３日曜日は「家庭の日」

【
季
節
陶
芸　

か
ぶ
と
作
り
】

●
日
時　

２
月
22
日
㈭
～
27
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
～

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
、５
０
０
円
～

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－

６
１
５
０

都
城
地
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
研
修
会

●
日
時　

２
月
18
日
㈰　

８
時
30
分
～

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
対
象　

都
城
地
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
会
員
お
よ
び
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用

年
会
費
未
納
の
会
員
お
よ
び
会
員
以
外
の

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者　

千
円

そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者　

５
０
０
円

※
年
会
費
を
納
入
済
み
の
会
員
は
無
料

　

２
月
13
日
㈫
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
都
城
地
区
公
認
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
協
議
会

☎
26

－

７
１
３
３　

FAX　
77

－

６
４
１
９

m
iyakonojo-taikyo@

btvm
.ne.jp

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
23
日
㈮　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

地
下
１
階
）

※
要
申
し
込
み
。
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

　

ロ
ン
な
ど
を
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座（
無
料
）

　

企
画
力
と
や
る
気
を
上
げ
る
ヒ
ン
ト
を

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
内
容

２
／
13
㈫　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

掃
除
や
片
付
け
で
、
職
場
環
境
を
充
実

２
／
20
㈫　

18
時
30
分
～
21
時

目
標
達
成
の
考
え
方

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
４
階　

第
１
会

議
室

●
定
員　

各
60
人

　

２
月
13
日
㈫
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
課　

☎
23

－

２
４
３
１

指
定
管
理
者
自
主
事
業

【
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
体
験
教
室
】

　

切
り
抜
い
た
紙
や
端
切
れ
を
さ
ま
ざ
ま

な
素
材
に
貼
り
、
小
物
を
装
飾
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
14
日
㈬
・
28
㈬

　
　
　
　

10
時
～
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員
・
費
用　

15
人
・
各
１
、２
０
０
円

　

３
月
６
日
㈫
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

２
０
０
１

【
親
子
ピ
ザ
パ
ン
作
り
体
験
教
室
】

●
日
時　

２
月
17
日
㈯　

11
時
～
13
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
千
円　

※
材
料
費
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

マ
ン
ボ
や
サ
ン
バ
な
ど
の
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

14
時
～
15
時
30
分

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

14
時
～
15
時
30
分

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

【
き
ら
り
体
験
教
室
（
ヨ
ガ
）】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

毎
週
木
曜
日
（
３
／
１
㈭
～
29
㈭
）

19
時
30
分
～
20
時
30
分　

中
央
公
民
館

２
、７
５
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
20
㈫

毎
週
金
曜
日
（
３
／
２
㈮
～
30
㈮
）

10
時
～
11
時　

小
松
原
地
区
公
民
館

２
、７
５
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
20
㈫

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

指
定
管
理
者
自
主
事
業

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」
陶
芸
教
室

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

【
日
曜
陶
芸　

春
の
小
物
作
り
（
ブ
ロ
ー

チ
な
ど
）】

●
日
時　

２
月
18
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
個
５
０
０
円

22広報 都城 平成30年 2 月号
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子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター
	 ☎22-1659
２/19 ㈪
10時～

いちごクラブ「おひなさま作り」
対象：２歳以上の親子

２/26 ㈪
13時30分～

あかちゃんパーク・集いの日
場所：総合社会福祉センター
対象：０歳・１歳の親子

２/28 ㈬
10時～

親子の集い「お楽しみ会・お別れ会」
※要申し込み

◆山之口地域子育て支援センター
	 ☎57-3298	

毎週木曜日
９時30分～

０歳の赤ちゃんroom
「交流、手遊び、絵本の読み聞かせ」
※第２木曜日を除く

毎週金曜日
13時～

消毒の日
「おもちゃをきれいにしよう」

◆山田地域子育て支援センター
	 ☎64-3171
２/23 ㈮
11時～

ジェームスさんと遊ぼう
定員：15組　※要申し込み

２/25 ㈰ 
10時～

子どもフェスティバル「はいはい・
よちよち競争」　場所：けねじゅ苑
定員：20組　※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル	
☎26-9587

２/27 ㈫
10時30分～ なかよしちび組「ひな人形作り」

２/28 ㈬
10時30分～

遊びの広場
「ブロック、ままごと遊び」

３/12 ㈪
10時30分～

ちょこちょこクラス「季節の壁画
作り」　対象：２・３歳児

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027

２/20 ㈫
10時30分～ ひな人形作り

３/ ７ ㈬
10時～ 学び館（高崎町）へ行こう

３/14 ㈬
10時～

ウルトラマン教室
「ひかり園の先生との遊びと育児
相談」

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

２
月
20
日
㈫　

14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

運
動
器
症
候
群
の
日
常
の
注
意
点

　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

　

タ
オ
ル
や
飲
み
物
な
ど
を
持
参
し
、
運

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
日
時
・
定
員

ス
テ
ッ
プ
運
動
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
市
民

２
／
22
㈭　

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分　

①
30
人　

②
20
人

ス
テ
ッ
プ
運
動
未
経
験
の
市
民

２
／
22
㈭　

13
時
～
13
時
45
分　

10
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院
・
治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

●
日
時　

２
月
24
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

栄
養
士
に
よ
る
介
護
食
の
講
演

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

２
１
２
３

ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
受
講
生

●
対
象
・
定
員　

家
庭
菜
園
に
挑
戦
し
た

い
人
や
作
っ
た
野
菜
を
直
売
所
な
ど
で
販

売
し
た
い
人
・
10
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
費
用　

４
千
円

●
申
込
方
法　

Ｊ
Ａ
都
城
窓
口
に
あ
る
申

込
用
紙
、ま
た
は
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、

応
募
動
機
、
耕
作
面
積
を
記
入
し
、
３
月

９
日
㈮
ま
で
に
都
城
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
へ
郵
送
（
〒
885

－

０
０
０
４
）

　

都
城
地
域
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
38

－

７
６
８
０

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会（
無
料
）

　

法
律
や
経
済
、
心
の
健
康
、
福
祉
の
専

門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

３
月
３
日
㈯

　
　
　
　

10
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
宮
崎

　

県
福
祉
保
健
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
０
７
５
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家
電
４
品
目
の
処
理

　

エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ

ウ
ン
管
・
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
）、冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
な
ど
の

家
電
４
品
目
は
、

「
特
定
家
庭
用

機
器
再
生
商
品

化
法
（
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
）」

で
適
正
に
処
理

　

エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
「
家
電

４
品
目
」
が
、
山
林
や
個
人
の
敷
地
な

ど
に
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
り
、
解
体
さ

れ
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
ま

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
や
不

適
正
処
理
さ
れ
た
ご
み
は
、
周
囲
の
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
フ
ロ
ン
ガ

ス
や
鉛
な
ど
の
有
害
物
を
放
出
し
、
環

境
破
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
電
４
品
目
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

家
電
４
品
目
は
、「
正
し
く
」
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
！

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
処
理
に
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
や
収
集
運
搬
料
金
が
発
生

し
ま
す
。

①
家
電
量
販
店
に
引
き
取
り
を
依
頼

②
指
定
引
取
所
へ
直
接
持
ち
込
む

③
市
の
許
可
を
受
け
た
収
集
運
搬
業
者

に
引
き
取
り
を
依
頼

※
指
定
引
取
所
、
市
の
許
可
を
受
け
た

収
集
運
搬
業
者
に
つ
い
て
は
、
環
境

業
務
課
（
☎
24

－

５
５
６
０
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す

※
ノ
ー
ト
型
を
含
む
パ
ソ
コ
ン
、
ブ
ラ

ウ
ン
管
モ
ニ
タ
ー
、
液
晶
モ
ニ
タ
ー

は
処
理
方
法
が
異
な
り
ま
す

無
許
可
業
者
は
処
理
で
き
ま
せ
ん

　

家
電
４
品
目
は
、
市
の
許
可
を
受
け

た
業
者
の
み
が
処
理
で
き
ま
す
。

　

無
許
可
の
業
者
に
依
頼
す
る
と
、
適

正
に
処
理
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
高

額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、絶
対
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

液晶テレビ
プラズマテレビ

ブラウン管テレビ 冷凍庫

冷蔵庫 洗濯機 エアコン

衣類乾燥機

｢

都
城
教
育
の
日｣

の
由
来

　

明
治
５
年
２
月
18
日
、
当
時
の
都
城

県
の
参
事
（
現
在
の
知
事
に
相
当
）
に

着
任
し
た
桂
久ひ
さ
た
け武
が
、
都
城
県
を
治
め

る
三
つ
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
に｢

学
業
を
奨
励
し
て
人
材
を
育

成
す
る
」
と
あ
り
、都
城
教
育
の
日
は
、

学
業
振
興
や
人
材
育
成
の
大
切
さ
を
示

し
た
こ
の
方
針
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

全
て
の
市
民
が
学
び
を
深
め
る

　
「
都
城
教
育
の
日
」
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
市
民
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
日
で
す
。

　
「
教
育
」
と
は
、
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
、日
頃
か
ら
読
書
に
親
し
ん
だ
り
、

自
己
研
さ
ん
の
た
め
講
座
な
ど
に
参
加

し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

市
民
一
人
一
人
が
、
学
び
に
つ
い
て
考

え
、
理
解
と
関
心
を
高
め
る
原
点
の
日

と
し
て
、
毎
年
２
月
18
日
を
「
都
城
教

育
の
日｣

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課　

☎
23

－

９
５
４
３

２
月
18
日
は

都
城
教
育
の
日　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
に

目
を
向
け
る
こ
と
で
、
郷
土
に
愛
着
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｢

都
城
教
育
の
日｣

記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

人
形
劇
や
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や

す
い
内
容
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
善
行
児
童
・
生
徒
の
精

励
賞
の
表
彰
式
も
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
12
日
㈪　

12
時
45
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容

・
元
東
京
学
藝

大
学
学
長
鷲

山
恭
彦
さ
ん

に
よ
る
記
念

講
演

・
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ
る
人
形
劇

・
人
形
劇
の
演

出
家
東
口
次

登
さ
ん
（
中

郷
中
・
都
城

西
高
卒
）
に

よ
る
あ
い
さ

つ

３つの丸は、学校、
家庭、地域を、霧島
山 を 連 想 さ せ る ３ 
枚のプリントの重な
りは、郷土への誇り
を表現しています
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈭　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

※
要
予
約

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

２
月
20
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

２
月
27
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

女
性
相
談
員
面
接
相
談
や
法
律
相
談

は
、
事
前
に
聞
き
取
り
・
予
約
が
必
要

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－
７
１
５
７

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

●
時
間　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

２
／
８
㈭　

13
時
30
分
～
16
時
30
分　

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

２
／
23
㈮　

13
時
～
16
時　

都
城
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23

－

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52

－

０
９
９
９

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

－

４
５
０
４

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　

☎
23

－

２
９
８
０

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

ミ
ツ
バ
チ
飼
育
の
届
け
出

　

養
蜂
振
興
法
に
よ
り
販
売
目
的
だ
け
で

な
く
、
趣
味
で
飼
育
し
て
い
る
人
も
北
諸

県
農
林
振
興
局
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ハ
チ
の
ふ
そ
病
検
査
や
群
の
異
常

は
、家
畜
保
健
衛
生
所
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

北
諸
県
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　

☎
23

－

４
５
０
９

　
　

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　

☎
62

－

５
１
５
１

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

�　

２
月
15
日
㈭
か
ら
、
市
内
の
一
部
地
域

で
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
ア

ン
テ
ナ
な
ど
の
受
信
状
況
に
よ
っ
て
は
、

テ
レ
ビ
の
映
像
が
乱
れ
た
り
、
映
ら
な
か

っ
た
り
す
る
な
ど
の
影
響
が
出
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

影
響
が
出
た
場
合
は
、
一
般
社
団
法
人

７
０
０
Ｍメ
ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が
復
旧
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

９
時
～
22
時

※
年
中
無
休

　

７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害

対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

７
０
０

－

０
１
２

☎
０
５
０

－

３
７
８
６

－

０
７
０
０
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宝
く
じ
助
成
事
業

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用

し
て
、
祝
吉
地
区
立
野
自
治
公
民
館
と
志

和
池
地
区
吉
行
自
治
公
民
館
が
屋
外
放
送

設
備
を
整
備
し
ま

し
た
。
地
域
の
連

絡
が
素
早
く
広
範

囲
に
で
き
る
こ
と

か
ら
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
前
納

（
前
払
い
）
が
お
薦
め
で
す

�　

国
民
年
金
保
険
料
を
現
金
や
口
座
振
替

ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
し

て
、
６
カ
月
分
、
１
年
分
、
２
年
分
を
前

納
す
る
と
、
年
金
保
険
料
の
割
引
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、
現
金
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
よ
り
も
割
引

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
期
限

よ
り
１
カ
月
早
く
納
付
し
た
場
合
も
早
期

納
付
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

２
月
末
日
ま
で
：
６
カ
月
分（
４
～
９
月
）、

１
年
分
、
２
年
分

８
月
末
日
ま
で
：
６
カ
月
分
（
10
～
３
月
）

●
受
付
窓
口　

保
険
年
金
課
、
都
城
年
金

事
務
所
、
各
金
融
機
関

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
通
帳
の
登
録
印
、
通
帳

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補
助

　

確
定
申
告
会
場
で
希
望
す
る
人
に
、
カ

ー
ド
申
請
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭

　
　
　
　

10
時
30
分
～
15
時
30
分

※�
平
日
の
正
午
～
13
時
と
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
持
参
す
る
も
の　

免
許
証
な
ど
の
身
分

を
証
明
す
る
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場

　
　

☎
23

－

２
７
７
４

車
両
の
変
更
届
・
廃
車
届
は
３
月

30
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
く
だ
さ
い

�　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
度
途
中
の
廃
車
な
ど
に
よ
る
割
り
戻
し

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
処
分
し

た
車
両
の
廃
車
手
続
き
を
せ
ず
に
い
る

と
、
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
の

売
買
や
譲
渡
に
よ
り
、
所
有
者
や
使
用
者

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
や
処
分
を
行
っ
た

と
き
、
ま
た
は
転
入
・
転
出
し
た
と
き
な

ど
は
、
速
や
か
に
登
録
内
容
の
変
更
や
廃

車
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
・
抹
消
の
受
付
窓
口

【
軽
自
動
車
（
軽
四
輪
・
軽
三
輪
）】

軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
崎
事
務
所

☎
０
５
０

－

３
８
１
６

－

１
７
６
０

【
２
５
０
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク
】

九
州
運
輸
局
宮
崎
運
輸
支
局

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
８
８

【
１
２
５
cc
を
超
え
２
５
０
cc
以
下
の
バ
イ
ク
】

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
宮
崎
事
務
所

☎
０
９
８
５

－

51

－

３
０
７
０

【
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
の

バ
イ
ク
）
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
】

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録

�　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど

の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道
を
走
行
し

な
く
て
も
所
有
し
て
い
れ
ば
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

の
付
い
て
い
な
い
小
型
特
殊
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
や
、
新
し
く
購
入
し
た
人

は
、
必
ず
登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
小
型
特
殊
自
動
車
の
規
定

農
耕
作
業
用
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

最
高
速
度　

時
速
35
㌔
未
満

そ
の
他
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

次
の
規
格
の
全
て
に
該
当
す
る
車
両

①
長
さ　

４
・
７
㍍
以
下

②
幅　
　

１
・
７
㍍
以
下

③
高
さ　

２
・
８
㍍
以
下

④
最
高
速
度　
　

時
速
15
㌔
以
下

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

マイナンバーカードを使って

らくらく窓口証明書交付サービス

　市役所市民課の窓口で申請書を書かず
に、住民票の写しなどの証明書を取得で
きます。窓口にあるタブレット端末を使
って自分で簡単に操作できるので、待ち
時間も少なく、証明書を取得できます。

◎問い合わせ　市民課　☎ 23-2128

●必要なもの　マイナンバーカード
※�数字4桁の利用者証明用電子証明書の
暗証番号を入力

●利用時間　月～水、金曜日の 8：30 ～
17：15、木曜日は 8：30 ～ 19：00
●マイナンバーカードを紛失したら
　都城警察署や最寄りの交番、市役所に
届け出ください。また、カードの機能を
停止する手続きのため、マイナンバー総
合フリーダイヤル　☎ 0120-95-0178（24
時間365日対応）に連絡ください



は申し込み、 は問い合わせの略です
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号

2/18
㈰

教山内科医院（内・小） 62‒1205
鵜木循環器内科医院 26‒0008
ひかりクリニック都城（内・循・消） 26‒1820
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛門） 25‒7712
小牧病院（整） 24‒1212
小山田眼科医院 22‒0710
ときわ歯科医院 21‒1588

2/25
㈰

久保原田中医院（内・小） 22‒7700
柏村内科 22‒2616
しげひらクリニック（内） 27‒5555
吉見クリニック（外・整・内） 58‒5633
池之上整形外科（整・ﾘﾊ・ﾘｳ） 23‒2311
野田医院（産・婦） 24‒8553
さくら歯科・小児歯科 46‒3428

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

2/18 ㈰ さわやか、しびた、くげ、セイシェル、つくし

2/25 ㈰ ハートハンズ、日研、みどり、グリーン、チェロ

が
ん
検
診
は
受
診
し
ま
し
た
か

　

平
成
29
年
度
の
が
ん
検
診
実
施
期
間

は
、
２
月
28
日
㈬
ま
で
で
す
。
対
象
者
で

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
期
日
ま
で

に
受
診
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん

延
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

空
気
が
乾
燥
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト

の
鶏
で
も
感
染
す
る
の
で
、
消
毒
な
ど
の

防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・�

健
康
状
態
を
毎
日
観
察
し
、
飼
育
小
屋

や
そ
の
周
辺
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う

・�

屋
外
で
飼
う
と
き
は
、
小
屋
の
中
で
飼

育
し
、
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
り
ま

し
ょ
う

・�

餌
や
水
は
小
屋
の
中
に
置
き
、
野
鳥
が

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・�

飼
育
小
屋
専
用
の
履
き
物
を
用
意
し
、

出
入
り
の
際
は
履
き
替
え
、
水
洗
い
を

し
ま
し
ょ
う

・�

世
話
を
し
た
後
は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う

　

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　

☎
62

－

５
１
５
１

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

特
別
弔
慰
金
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
す
る
人
（
戦
没
者
な
ど
の
妻

や
父
母
、祖
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
、

次
の
順
位
の
先
順
位
者
１
人
に
支
給
し
て

い
ま
す
。

①�

基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③�

戦
没
者
な
ど
の
父
母
や
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

※�

支
給
要
件
（
婚
姻
・
養
子
縁
組
な
ど
）

に
よ
り
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

④
前
の
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※�

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
●
支
給
額　

額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
記

名
国
債
）

●
請
求
期
限　

４
月
２
日
㈪

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

「
に
せ
税
理
士
」
に
注
意
！

　

税
理
士
で
は
な
い
人
が
、
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
お
よ
び
税
務
相
談
な

ど
、
税
理
士
業
務
を
行
う
こ
と
（
に
せ
税

理
士
行
為
）
は
、
税
理
士
法
で
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
、
消
費
税
、
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
の
税
務
書
類
の

作
成
や
税
務
相
談
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

「
税
理
士
証
票
」
を
携
行
し
「
税
理
士
会

員
章
（
バ
ッ
ジ
）」
を
着
け
た
税
理
士
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

差
し
押
さ
え
物
品
の
合
同
公

売
会
・
不
動
産
の
公
売

【
物
品
の
合
同
公
売
会
】

●
日
時　

２
月
17
日
㈯　

13
時
～

●
場
所　

宮
崎
公
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

●
物
品　

液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
約
２
０
０
品

【
不
動
産
の
公
売
】

●
日
時　

２
月
28
日
㈬　

14
時
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
６
階　

入
札
室

●
物
件　

高
城
町
大
井
手
・
南
鷹
尾
町
の

宅
地
・
家
屋
、
高
城
町
石
山
の
宅
地
、
関

之
尾
町
の
土
地

※�

詳
し
く
は
、
納
税
管
理
課
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

納
税
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
６

都
城
市
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

認
知
症
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
医
療

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

親
し
み
や
す
い
内
容
で
紹
介
。
相
談
窓
口

や
基
本
的
な
知
識
な
ど
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
配
布
窓
口　

介
護
保
険
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す

　

介
護
保
険
課

　
　

☎
23

－

２
６
８
５

都
城
信
用
金
庫
の
名
称
変
更

　

都
城
信
用
金
庫
の
名
称
が
、
１
月
22
日

に
宮
崎
信
用
金
庫
と
合
併
し
、「
宮
崎
都

城
信
用
金
庫
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
変
更

後
は
、
宮
崎
都
城
信
用
金
庫
の
す
べ
て
の

店
舗
で
市
税
な
ど
を
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

会
計
課　

☎
23

－

０
５
７
１

みやざき医療ナビ



ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

「
回
転
炬こ

燵た
つ

」

　

こ
た
つ
は
、
室
町
時
代
に
い
ろ
り
の

上
に
櫓や
ぐ
ら

を
組
ん
で
布
団
を
掛
け
た
も
の

が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

櫓
の
中
の
火
鉢
に
炭
や
豆ま
め

炭た
ん

を
入
れ
た

「
置
き
炬
燵
」
や
格
子
の
枠
で
置
き
炬

燵
を
囲
む
「
櫓
炬
燵
」、
そ
し
て
「
回

転
炬
燵
」
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
転
炬
燵
は
、
木
製
の
枠
の
中
に
回

転
す
る
金
属
製
の
炭
火
入
れ
を
付
け
た

構
造
で
、
横
向
き
に
立
て
た
り
睡
眠
中

に
足
で
蹴
っ
た
り
し
て
も
、
櫓
が
回
転

し
て
炭
火
入
れ
が
常
に
水
平
を
保
た
れ

ま
す
。
炭
火
が
こ
ぼ
れ
ず
安
全
な
こ
と

か
ら
「
安
全
炬
燵
」
と
も
呼
ば
れ
重
宝

さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
使

わ
れ
ま
し
た
が
、「
電
気
こ
た
つ
」
が

普
及
し
、
回
転
炬
燵
は
徐
々
に
姿
を
消

し
ま
し
た
。
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「僕がカンボジア人になった理由」
猫ひろし・持田昌典（著）

幻冬舎（出版）

　なぜ芸人が国籍を変えてまでオリンピッ
クを目指したのか。つらい練習や批判を乗
り越え、夢をつかんだ感動のドキュメント。

「おしりつねり　桂文我のでっち絵本」
桂文我（作）　北村裕花（絵）　

ＢＬ出版（出版）

　でっちのつねきちはいつもニコニコ、
とってもいい子。でも、忘れっぽいのがた
まにきず。大事な用事を忘れたときは…。

「図説　戦う日本の城最新講座」
西股総生（著）　学研プラス（出版）

　「天守を建てる本当の目的とは？」「石落
としは石を落すものではない？」「日本最
強の城は？」など、城を見る目が変わる最
新講座！

都
城
島
津

「
島
津
久ひ

さ

静な
が

の
手
紙
」

　

都
城
島
津
家
25
代
当
主
の
久
静
は
、

薩
摩
藩
主
島
津
忠た
だ

義よ
し

の
書
簡
を
将
軍

徳
川
家い
え

茂も
ち

に
届
け
る
役
目
を
命
じ
ら

れ
、
安
政
６
年（
１
８
５
９
）10
月
に

鹿
児
島
を
発
ち
、
翌
年
３
月
に
帰
国

し
ま
し
た
。

　

こ
の
手
紙
は
、
道
中
宿
泊
し
た
米

ノ
津
（
鹿
児
島
県
出
水
市
）
で
、
妻

お
治は
る

へ
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
久
静
は
手
紙
の
中
で
「
寂

し
く
し
て
い
な
い
か
」と
妻
を
案
じ
、

ま
た
、
出
発
時
に
持
た
さ
れ
道
す
が

ら
食
べ
た
手
料
理
を
「
う
れ
し
い
」

と
も
記
し
て
い
ま
す
。

　

久
静
は
31
歳
と
い

う
若
さ
で
病
死
し
て

し
ま
い
、
二
人
の
結

婚
生
活
は
短
い
も
の

で
し
た
。そ
れ
で
も
、

妻
を
案
じ
た
手
紙
が

数
多
く
遺
さ
れ
て
い

て
、
妻
に
対
す
る
久

静
の
深
い
愛
情
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

図書館だより

児童・幼児一般・青少年

2 月 9 日㈮から 3 月 4 日㈰まで、歴
史資料館企画展「昭和を見ていた道
具展」で展示

▪都城市立図書館は閉館中。新しい図書館は 4 月に開館予定。
▪高城図書館は、 2 月11日から 3 月31日まで臨時休館。お知らせ

私のオススメ

◎問い合わせ 都城市立図書館� ☎22－0239
� 高城図書館� ☎58－4224

一般・青少年

くれよん号　小田 理恵さん
　私がお薦めする本は「仏像なんで
も辞典」です。数年前から女性を中
心に仏像ブームが巻き起こっている
のを知っていますか。この本には仏
像に関する情報が、写真や図解付き
で分かりやすく記されています。今ま
で仏像に関心がなかった私も、この
本に出会って大変興味を持ちまし
た！　皆さんも仏像の魅力に浸って
みませんか。



このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

サ
マ
イ
物
語
の
記
事
を
読
ん
で
、
都
城
の
発
展
の
た

め
、
自
分
の
人
生
と
私
財
を
か
け
て
尽
く
し
た
人
た

ち
が
い
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
上
長
飯
町　

マ
ン
サ
ン
さ
ん
）

待
ち
に
待
っ
た
中
心
市
街
地
中
核
施
設
。
中
央
通
り

は
、
私
が
子
ど
も
の
頃
は
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、
行
く

の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
30
年
、
な

ん
だ
か
寂
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
か
ら
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
む
姿
が
想
像
で
き
、
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。

（
上
長
飯
町　

ゆ
で
た
ま
ご
さ
ん
）

人
の
風
景
の
肥
田
さ
ん
の
生
き
方
に
感
動
し
ま
し
た
。

私
も
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
目
標
の
あ
る
生
き
方
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
梅
北
町　

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

健
康
寿
命
に
大
変
興
味
が
あ
り
、
肥
田
さ
ん
の
記
事

を
読
ん
で
、
90
代
で
も
こ
れ
だ
け
元
気
で
や
れ
る
も

の
な
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
病
院
に

行
く
こ
と
な
く
過
ご
し
た
い
で
す
。

（
郡
元
町　

の
ん
ち
ゃ
ん
）

テ
レ
ビ
番
組
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ

た
効
果
が
表
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
ね
。
今
年
も

全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
と
そ
の
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
串
間
市　

く
ろ
や
ん
さ
ん
）

12月号

アレクサンダー・ボアマンさん（イギリス）

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

皆さん、新年の抱負の実現に向けて努力してい
ますか。「健康的に食べるぞ」と決めた人には申
し訳ないのですが、今回はイギリスのおいしいも
のにちなんだ話題ですので、読んで音を上げない
でくださいね！
イギリスの「シュローブ・チューズデー」を知
っていますか。イースター（キリスト教の復活祭）
の47日前の火曜日に行われるこの習慣では、翌日
からのぜいたくな食事を控える前に、カロリーたっ
ぷりの思い思いのパンケーキを作ります。イギリ
スのパンケーキはクレープに似ていて、トッピン
グはレモンや砂糖、チョコレート、イチゴ、クリ
ームなどで盛り付けます。
この日には、学校や会社、町内会、自治体など
が催す「パンケーキ競走」も行われ、参加者はフ
ライパンを握りパンケーキを常にひっくり返しな
がら走ります。わー、なんておいしそうな運動で
しょう！
今年は 2月13日がシュローブ・チューズデーで
す。皆さんも、パンケーキを作ってみませんか。

シュローブ・チューズデー
Vol.6

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

QUIZ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広 報 都 城

■12月号クイズの結果【応募総数53通】
　◎正解／①サマイ　②完成　③根絶

ク イ ズ

問　① スポーツ○○○○シーズン到来！

答  
問　②あなたの勇気が、地域を守る。○○団員募集！

答  
問　③２月18日は都城○○の日

答  



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  Vol.146  2018年２月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や 2月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 2月28日㈬　当日消印有効
◎発表　本紙 4月号
◎12月号当選者　福森優子さん（関之尾町）他１人

※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

お菓子の南香（甲斐元町1-26）　☎22-4670

【生チョコケーキ・チョコボ（ 5 個入り）　 ３組】

あったかさつま汁 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分126kcal、塩分1.0g

サトイモやサツマイ
モ、ゴボウなどの

根菜類は、ビタミンやミ
ネラルが豊富で、体を温

めてくれる食材です。汁物や煮物などの料理で食
べると、より効果が期待できます。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料（4人分）
サトイモ…80g　サツマイモ…40g　ゴボウ…40g
ニンジン…40g　こんにゃく…80g　薄揚げ…16g
鶏もも肉（皮なし）…80g　だし汁（かつお節）…480cc
みそ…40g　牛乳…80cc　すり下ろしショウガ…小１
ネギ…8g

●下準備
サトイモ、サツマイモ…５mmほどの輪切りにする
ニンジン…いちょう切りにする
ゴボウ…ささがきにする　　鶏もも肉…小さく切る
薄揚げ…３cmの短冊切りにする
こんにゃく…小さく四角に切りゆでる

●作り方
①鍋にだし汁を入れ、サトイモ、サツマイモ、ニン
ジン、ゴボウを入れ煮立たせ、鶏肉、薄揚げ、こ
んにゃくを加え、野菜が軟らかくなるまで煮る

②みそをといてから、牛乳を加える
③器に盛り付けた後、小口切りしたネギとすり下ろ
したショウガを適宜加える

　明治34年創業の郷土銘
菓の老舗店が、しっとり
ふんわり焼き上げたスポ
ンジで生チョコをたっぷ
り挟んだケーキです。バ
レンタインなどの贈り物
にいかがですか。

牛乳の代わりに豆乳を入れると、甘みやこく
が増しておいしく食べられます。



編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成30年1月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,443世帯 （－80） （281）
人口総数 162,864人（－102）（－942）
男　　性 76,549人 （－46）（－492）
女　　性 86,315人 （－56）（－450）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

愛情の詰まったリンク
恒例の吉之元小学校ア
イススケート教室が1月
12日、同校敷地内のリン
クで行われました。
氷点下6度の冷え込み
の中、保護者と教師が交
代で夜通し水をまき、手
作りのリンクが完成。上学年は、スケートに苦戦して転ぶ下
学年の手を取りながら、初滑りを楽しんでいました。

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

地域おこし協力隊だより②

年末年始にかけて、市内各地区のいろいろな行事を取材
しました。シラスまきや七とこなどの伝統行事、成人式や
初競りなど、この季節ならではの行事を目前にすると、新
年の空気と活力を感じ、自然と胸が躍ります。近年では、
全国的に少子高齢化などの影響から伝統行事の存続が危ぶ
まれていますが、市内の行事に参加した子どもたちの笑顔
を見ると、ずっと続いてほしいと強く思いました。
2月はまだまだ寒い日が続きます。皆さんも体調に気

を付けて、元気でお過ごしくださいね。（斉）

市役所の開庁時間 平日8：30～17：15 ※土・日・祝日は閉庁

■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15～19：00まで夜間対応
■図書館での各種証明書発行は終了しました。
　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで
　各種証明書を取得できます（6：30～23：00）

　地域外の人材を活用し、地域の課題解決に
取り組む「地域おこし協力隊」制度。本市の
隊員の活動を紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

日々の業務
　まちなかを活性化するため、
空店舗などを再生する「リノ
ベーションまちづくり」に携わ
り、タウンマネージャーや市民
の皆さんにアドバイスをもらい
ながら、「集いたくなるような
場所づくり」やイベントを企画
しています。これまで培ったグ
ラフィックデザインの知識と経
験を生かし、まちなかに人を呼

び込むツールとして「ランチマップ」を作成。中
町と上町の飲食店が一目で分かるこ
のランチマップは「みやこのじょう
ebooks」で確認できます。ぜひ、ご
覧ください。

これから取り組みたいこと
　さまざまな知識や技術を持った人たちの連携が、
まちなか活性化の鍵になります。そのために、人と
人とをつなげるイベントの企画や、多くの市民の皆
さんがまちなかに集いたくなるような魅力あふれる
情報の発信に取り組んでいきます。

川畑 千代さん
（平成28年9月着任）

　人気番組「BS日本・こ
ころの歌」に出演中のコー
ラスグループ「フォレス
タ」。唱歌や歌謡曲、クラ
シック歌曲など、美しい
日本の詩と旋律をお楽し
みください。

●日　時　 3 月28日㈬　14：00開演
●料　金　一般5,500円

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

　茶霧茶霧ギャラリーは可動壁を
備えた多目的施設です。絵画・書
道の展示会や、各種講演会など幅
広い用途で利用できます。

●利用時間　 9 ：00～22：00
　※午前、午後、夜間の区分で貸し出し
●利用料　有料　※詳しくは問い合わせください
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

展示会から講演会まで多彩な使い方ができます

茶
ちゃ

霧
む

茶
ちゃ

霧
む

ギャラリー

フォレスタコンサートin都城
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